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◆ニーズとシーズ
生成AIというシーズと、実務でのニーズをどのようにリンクすればよいのか。
両者をリンクするには、シーズからニーズを考える方法と、ニーズからシーズを考える方法がある。
必要は発明の母、という言葉もあるように、本来は、前者の方法よりも後者の方法のほうが、より現実的であろう。
しかし、生成AIの印象が強すぎるため、自分自身、生成AIありきの考えになって、その結果、前者の方法になっていたように感じる。
改めて、後者の方法で考え直してみたい。

◆実務のニーズ
実務でのニーズは多々あるが、当WGで扱うとすれば、BIMの課題の解決はその一つであろう。
BIMの課題も多々あるが、BIMモデルの作成に手間がかかることは。その一つであろう。
BIMを利用する事例が増え続ければ、手間も増え続け、マンパワーが限られる中では、早晩に破綻しかねない。
これを回避する一つの方法は、モデルの作成を自動化することであろう。

◆シーズとのリンク
では、どのように自動化するのか。
例えば、AIに学習させて(複数のモデルを与えることにより特徴を抽出させる)、AIに生成させる(特徴を与えることにより特徴に合ったモデルを提供させる)ことが考えられる。
あるいは、AIに学習させるには非常に多くのモデルを与える必要があるため、モデルを学習させる代わりに、既知のルールを学習させることも考えられる。
他にも、いろいろな方法が考えられるかもしれない。

◆選択と集中
AIに関する情報は、それを見聞きしない日はないほど、世間に溢れている。
情報を追いかけることは重要だが、そのような情報を追いかけるにも、多大な手間を要する。
それよりも、まずは身近なニーズを選び、実際にシーズとのリンクを実践することが重要であろう。
また、ニーズを選ぶことにより、追いかけるべき情報を減らすこともできる。
これは、DXにも通じる。
以上
